
 
 

 
 
 
 

３ 幼稚園 

 
【裾野市立幼稚園園児数推移】 

各年 5 月 1 日現在 
  全園児数 3 歳児 4 歳児 5 歳児 学級数 備考 
平成 26 年度 516 149 173 194 26   
平成 27 年度 491 157 169 165 26   
平成 28 年度 464 124 179 161 25   
平成 29 年度 400 122 129 149 22   
平成 30 年度 389 131 128 130 23   
令和元年度 380 121 136 123 24   
令和 2 年度 346 87 121 138 22   
令和 3 年度 288 89 85 114 20   
令和 4 年度 246 76 87 83 16   
令和 5 年度 219 58 73 87 17   
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【裾野市立いずみ幼稚園】 

 
1 幼稚園の概要   
 所在地番 410-1113 裾野市稲荷123-1 
 電話 055-992-1683 FAX 055-992-1875 
 設立年月日 昭和 43 年度 
 園 長 勝村 康幸 
 園長代理 矢島 繭穂 
 

職員数（人） 
県費職員 市費職員 

 兼務園長 園長 園長代理 教諭等 用務員 内臨職 
 - 1 1 9 1 6 
2 施設の概要     
 

校地面積（㎡） 
( ) 内数字は借地で外数 

建物敷地 運動場 その他 合計  

 273 
(876) 1,492 0 1,765 

(876)  

 
校舎構造（㎡） 

鉄筋 鉄骨 木造 その他 合計 

 794 24 119 0 937 

 プール（m） あり     

 
教室数 

普通 特別 
 

 4 5 

 校舎完成 昭和 57 年 3 月 
 
3 幼稚園園児数推移 各年 5 月 1 日現在 

  全園児数 3 歳児 4 歳児 5 歳児 学級数 備考 
平成 26 年度 154 60 52 42 7   
平成 27 年度 164 60 55 49 7   
平成 28 年度 147 52 49 46 7   
平成 29 年度 134 44 44 46 6   
平成 30 年度 145 58 42 45 7   
令和元年度 140 58 45 37 7   
令和 2 年度 115 25 47 43 6   
令和 3 年度 103 34 23 46 5   
令和 4 年度 81 27 31 23 4   
令和 5 年度 75 19 28 28 4   
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・子どもの興味関心に沿った保育計画

・子どもが主体的に取り組む保育環境設定

・子ども理解と自己肯定感が高まる支援

令和５年度　いずみ幼稚園　教育構想図

ひとみかがやく いずみの子

     夢中で遊んでいる子ども
     楽しいことを見つけられる子ども
     友達と遊びを楽しむ子　　・・・・・・　　　　

教育課題

子どもの実態
・園児数の減少（4学級）
・素直で人懐っこい子

・意欲的に取り組む子

保護者の願い

・様々な経験

・遊ぶ楽しさの実感

・安全で安心な園生活

教育目標

学年目標

・自分で考えたり作り出したりする自主性を育てる。

　　自分のことを自分で行い、自信や意欲を持たせ自尊感情を高める。

　　活動に夢中で取り組み、調和の取れた心身の発達を促す。

　　友達、異年齢、地域の方とのふれあい、思いやりの心やコミュニケーション能力を高める。　

・こども園化を見据えた教育計画(預かり保育や学区内保育との積極的な交流)

思いやり　挑戦　考える力

・安全、安心な幼稚園

・家庭、地域の力の活用

・家庭、地域への発信

信頼される幼稚園

４歳
自分の思いを 出しながら 

友達とかかわって 遊ぶ

５歳
友達と一緒に 意欲的に

遊びや生活に 取り組む

子どもの自主性

自発性の尊重

保育者の主体性

発揮（環境設定）

３歳
先生や 友達と

遊びを 楽しむ

職員が組織として機能するために・・・役割とチームワーク
・個のよさ、経験による役割分担　　　　　

・自らの役割の自覚と 持てる力の発揮
・他の分掌への積極的なかかわり

保護者の実態
・安定した環境下での子育て

・核家族世帯の増加

・園生活や園行事に協力的

研修目標(重点目標)  集団遊びを通しての子どもの育ち～思いやり　挑戦　考える力～
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【裾野市立西幼稚園】 

 
1 幼稚園の概要   

 所在地番 410-1118 裾野市佐野1470 

 電話 055-992-5200 FAX 055-992-5248 

 設立年月日 昭和 49 年度 

 園 長 佐藤 智美 

 園長代理   ― 

 
職員数（人） 

県費職員 市費職員 

 兼務園長 園長 園長代理 教諭等 用務員 内臨職 
 - 1 - 10 1 7 

2 施設の概要     

 
校地面積（㎡） 

建物敷地 運動場 その他 合計  

 1,302 1,191 0 2,493  
 

校舎構造（㎡） 
鉄筋 鉄骨 木造 その他 合計 

 0 719 30 0 749 
 プール（m） あり     
 

教室数 普通 特別   4 2 
 校舎完成 昭和 49 年 11 月 

3 幼稚園園児数推移 各年 5 月 1 日現在 

  全園児数 3 歳児 4 歳児 5 歳児 学級数 備考 
平成 26 年度 131 20 49 62 5   
平成 27 年度 105 20 38 47 5   
平成 28 年度 120 24 56 40 5   
平成 29 年度 96 24 32 40 4   
平成 30 年度 96 24 32 40 4   
令和元年度 98 24 41 33 5   
令和 2 年度 99 22 33 44 5   
令和 3 年度 77 24 22 31 4   
令和 4 年度 67 22 28 17 3   
令和 5 年度 69 19 20 29 4   
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経営方針

幼児の実態
・家庭で大切に育てられている子が多い
・生活体験に差があり、運動面、生活面共

に個人差があるが、落ち着いて生活でき
る子が多い

保護者の願い
・友達と仲良く遊んでほしい
・いろいろな体験をしてほしい

・のびのびと遊んでほしい
・思いやりのある子に育ってほしい

・生活と遊びを通して主体性・社会性・道徳性の芽生えを養い、生きる力の基礎を育成する
・開かれた園作り・子育て支援を推進し、保護者や地域から信頼される園を目指す
・安心、安全、安定した環境を整える

めざす子どもの姿

＊自分の意見をもち、伝えられる子 ＊思いやりのある子
＊あきらめないで挑戦する子 ＊考えて行動する子

自尊感情を高めていく子の育成

「ひとりひとりが輝く子」教育目標

＊自分の思いを伝えよう
＊相手の思いを聞こう
＊考えよう やってみよう

重点目標

学年目標

３歳 教師や友達と園生活を楽しむ

４歳 教師や友達と関わる中で自分の思いを発信し、相手の思いを知る

５歳 自信をもって生活し、考えや思いを伝え合おう

教育目的
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【裾野市立深良幼稚園】 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1 幼稚園の概要 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 所在地番 410-1102 裾野市深良696 

 電話 055-997-3598 FAX 055-997-4048 

 設立年月日 昭和 51 年度 

 園 長 松本 秀一 

 園長代理 小泉 千恵子 

 
職員数（人） 

県費職員 市費職員 

 兼務園長 園長 園長代理 教諭等 用務員 内臨職 

 - 1 1 5 1 4 
   

2 施設の概要     
 

校地面積（㎡） 
建物敷地 運動場 その他 合計  

 1,344 1,100 0 2,444  
 

校舎構造（㎡） 
鉄筋 鉄骨 木造 その他 合計 

 0 504 20 0 524 
 プール（m） あり     
 

教室数 
普通 特別 

 
 3 1 
 校舎完成 昭和 51 年 11 月 

3 幼稚園園児数推移 各年 5 月 1 日現在 

  全園児数 3 歳児 4 歳児 5 歳児 学級数 備考 
平成 26 年度 56 20 14 22 3   
平成 27 年度 54 20 22 12 3   
平成 28 年度 54 10 22 22 3   
平成 29 年度 45 17 9 19 3   
平成 30 年度 42 15 18 9 3   
令和元年度 41 9 15 17 3   
令和 2 年度 41 14 9 16 3   
令和 3 年度 30 8 13 9 3   
令和 4 年度 35 11 9 15 3   
令和 5 年度 23 4 9 10 3   
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学　年　目　標

３歳児

教師や友達と
園生活を楽しむ

４歳児

友達とかかわりなが
ら

生活や遊びを楽しむ

５歳児

友達と思いを伝え合
いながら、生活や
遊びを進める

経営方針

重点目標

夢中になって遊べる子

＜市の方策＞
・「こころざし」を持ち、自らを
高める子どもを育てる

・豊かな人生を創出する
・学習機会の充実を図る
・豊かな人間性を育む
・子ども育成

＜子どもの実態＞
・恵まれた家庭環境の中で育っている
・自然や虫が好き
・素直で優しく、思いやりがあり、人懐こい子が多い
・良くも悪くも、競争心がなく、全体的にのんびりしている
・与えられた事はできるが、自分から遊びをみつけられない
・自分の思いを伝えることが苦手である

教育目標

生き生きと心豊かな深良っ子

＜保護者の願い＞
・物事に意欲的に取り組み、やり遂げる力を
つけてほしい

・家庭でできないことを体験してほしい
・友達をたくさん作って、伸び伸びと育ってほしい
・異年齢や地域等の交流をしながら、人との
関わりを学んでほしい

教育課題
・「自分でできた」の活動を積み重ね、 自信に繋げる
・地域や友達と、楽しいことを一緒にやろう
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【裾野市立富岡第一幼稚園】 

 
1 幼稚園の概要   
 所在地番 410-1107 裾野市御宿682-14 

 電話 055-997-1277 FAX 055-997-4319 

 設立年月日 昭和 30 年度 

 園 長 松山 みゆき 

 園長代理   ― 

 
職員数（人） 

県費職員 市費職員 

 兼務園長 園長 園長代理 教諭等 用務員 内臨職 

 - 1 - 7 1 5 

2 施設の概要     
 

校地面積（㎡） 
建物敷地 運動場 その他 合計  

 1,640 1,552 0 3,192  
 

校舎構造（㎡） 
鉄筋 鉄骨 木造 その他 合計 

 0 703 19 0 722 
 プール（m） あり     
 

教室数 
普通 特別 

  3 3 
 校舎完成 昭和 54 年 9 月 昭和 57 年 4 月 平成 3 年 9 月 

3 幼稚園園児数推移 各年 5 月 1 日現在 

  全園児数 3 歳児 4 歳児 5 歳児 学級数 備考 
平成 26 年度 97 20 34 43 5   
平成 27 年度 89 20 35 34 5   
平成 28 年度 83 20 29 34 4   
平成 29 年度 74 19 30 25 3   
平成 30 年度 63 24 19 20 3   
令和元年度 57 13 25 19 3   
令和 2 年度 63 23 14 26 3   
令和 3 年度 43 10 23 10 3   
令和 4 年度 45 9 13 23 3   
令和 5 年度 33 11 9 13 3   
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　      子どもの「お・や・つ」を引き出すために、教師は具体的にこんな関わりをしています。

経営方針

《教育課題》
・自分のことが自分ででき、自信や意欲を高める。
・遊びやいろいろな活動に夢中で取り組み、調和のとれた心身の発達を促す。
・いろいろな人とのふれあいを通して、コミュニケーション能力や思いやりの心を育てる。

３ 歳
喜んで登園し先生や
友達と遊びを楽しむ

５ 歳
友達と思いを伝え合いながら
遊びや生活をすすめる

保護者の願い
・自分たちで考えたり創り出したりする自主性を育てる教育
を進めて欲しい。
・リズム運動や読み聞かせ、栽培、園外保育等を継続して欲
しい。
・異年齢グループによる活動や行事を計画して欲しい。

幼児の実態
・活動に意欲的に取り組む子が多い。
・自分で考えたり創り出したしたり豊かな発想をする子がい
る。
・自分で考えて適切な行動がとれない子、自分の言葉で上手
に表現できない子もいる。
・年齢が上の子には下の子を思いやる気持ちが育っており、

保護者･地域の実態
・教育に関心を持ち、幼稚園に協力的である。
・教育に協力的であり、子供を守り育てようという教育力が
ある。

４ 歳
友達とかかわりながら

遊ぶことを楽しむ

教育目標

重点目標

夢中で取り組む子

もしろいことをみつけよう

ってみよう
なげよう

お

学年目標

幼児の実態
・活動に意欲的に取り組む子が多い。
・自分で考えたり創り出したしたり豊かな発想をする子がいる。
・自分で考えて適切な行動がとれない子、自分の言葉で上手に

や
つ

富岡第一幼稚園の合言葉は「お・や・つ」教育構想

おもしろいことをみつけよう！

そのために・・・

① 子どもが夢中で遊べるよう保障しよう
【時間】 【空間】 【仲間】 ３つの間

② 豊富な体験を！
・子どもの心に「楽しい」を積み重ねていこう。
･製作、音楽遊び、運動遊びなどをバランス
よく計画する。

・わらべうた、絵本の読み聞かせなどの
活動を通して、豊かな感性を育てる。

・地域や他園との交流を深め、新たな
経験を重ねるとともにコミュニケーション
能力を高める。

③ 「おもしろそう」の目、気付きの目を養う。
・わくわくすることいっぱいしよう
・園外保育、栽培など自然と触れ合う体験を。

やってみよう！ つなげよう！

①自分で見つける、気付くチャンスを！
・子どもが自分で考える、伝える行動を促す。
・手や言葉をかけすぎない配慮。

②可能性を広げよう！
・難しそうなことや、時間が掛かることにも
挑戦する体験をしよう。

・子供のやる気を引き出す適切な支援を

模索する。

③見届けよう！
・ポジティブ言葉･かかわりの模範。

①【人と人】 見せ合い、気付き合い、伝え合い
・友達や他学年の活動を見たり経験したりして、
遊びを広げる。

②【遊びの広がり】 気付きや学びを、また次へ
・「それなら・･・」「今度は・・・」「私なら･･･」と
『面白い』はひろがっていく。
大人もひらめきたい。

・子供の発想を広げる素材を考える。

③【家庭へ・次の学年や小学校へ】
観察とアセスメント
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【裾野市立須山幼稚園】 

 
1 幼稚園の概要   

 所在地番 410-1231 裾野市須山158-1 

 電話 055-998-0096 FAX 055-998-0854 

 設立年月日 昭和 33 年度 

 園 長 大岩 ゆかり 

 園長代理   ― 

 
職員数（人） 

県費職員 市費職員 

 兼務園長 園長 園長代理 教諭等 用務員 内臨職 

 - 1 - 4 1 3 

2 施設の概要     

 
校地面積（㎡） 

建物敷地 運動場 その他 合計  

 1,116 2,027 0 3,143  

 
校舎構造（㎡） 

鉄筋 鉄骨 木造 その他 合計 

 0 87 324 0 411 

 プール（m） あり     

 
教室数 

普通 特別 
 

 3 1 

 校舎完成 昭和 63 年 2 月 平成 12 年 3 月 

3 幼稚園園児数推移 各年 5 月 1 日現在 

  全園児数 3 歳児 4 歳児 5 歳児 学級数 備考 
平成 26 年度 34 11 12 11 3   
平成 27 年度 38 17 10 11 3   
平成 28 年度 36 11 15 10 3   
平成 29 年度 37 14 10 13 3   
平成 30 年度 29 6 13 10 3   
令和元年度 25 7 6 12 3   
令和 2 年度 16 3 8 5 3   
令和 3 年度 20 8 4 8 3   
令和 4 年度 18 7 6 5 3   
令和 5 年度 19 5 7 7 3   
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経　営　方　針

教 育 課 題
・基本的生活習慣の確立を基に、主体的に行動できる力を育てる
・感動体験（自然・絵本・季節の行事等）を通し、感じる心やそれを表現する力を育てる
・友達、異年齢、地域の人たちなどとのかかわり合いを通して、思いやりの心やコミュニケーション能力を
育てる

・様々な経験を通し、調和の取れた心身の発達をめざす

須山幼稚園 教育構想図

教 育 目 標

豊かな感性をもち、自らやってみる子

重 点 目 標

たのしい!!やりたい!!またあそぼう!!

保護者の願い

・園内外でいろいろな体験をさせて欲しい

・幼稚園で楽しく遊び、たくさん友達
を作って欲しい

・優しい心の子になって欲しい
・ルールを守れる子になって欲しい

・基本的生活習慣の身についた子に
なって欲しい

幼児の実態

・3世帯同居や、核家族等家族のスタイルが
多様化している

・恵まれた自然の中に育ち、地域からいつも
見守られているという安心感を持っている
・素直で優しい子が多い
・小規模園であり、友達からの刺激が少ない
ため、新しい発想がなかなかわきにくい
・園内では異年齢のかかわりが自然に出来
ている

学 年 目 標

３歳児

好きな遊びを見つけて
先生や友達と
楽しく遊ぶ

４歳児

みんなと一緒に
かかわりながら
遊びを楽しむ

５歳児

思いを伝え合いながら
友達と一緒に遊びや
生活をすすめる

須山幼小中スローガン
“あいさつ へんじ みつめあい”
義務教育終了時に願う須山っ子の姿
“野の花のようなしなやかさと清らかさをもっている子”

幼小中・家庭・地域との連携

･義務教育終了時に願う子どもの姿を幼小中で共有し、指導の連携を図る
・幼小中の研究交流(要請訪問･市教委訪問など）
・幼小中連携連絡協議会を定期的に行い、連携の深化や情報交換を行う

・学校評議員やPTAとの連携を行う
・学校支援地域本部事業と連携し、体験活動を充実させる
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